
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３Ｄモデルに対する属性情報が関連付けられる仮想的な平面に３Ｄモデルを投影する投
影手段

と、
　前記３Ｄモデルおよび前記仮想的な平面が配置される三次元空間内において、前記３Ｄ
モデルと前記仮想的な平面上の前記３Ｄモデルの投影形状とを結ぶ引出し線を

表示する表示手段
　

　ことを特徴とする情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明 Ｄ（ dimensional）－ＣＡＤ（ computer aided design）を用いて作成した
３Ｄモデル（３Ｄ形状）を利用した情報処理装 関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ＣＡＤ装置（特に、３Ｄ－ＣＡＤ装置）を用いて、商品や製品を構成する部品等の
３次元の形状を有する物品（以下、単に部品という）の設計が行われている。
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であって、前記関連付けは前記仮想的な平面の視線方向に正対するように前記仮想
的な平面上に属性情報が付与されている、投影手段

前記視線方
向に とを備え、

前記表示手段は、前記３Ｄモデルの投影形状から前記仮想的な平面上に前記属性情報を
引き出して表示し、前記投影形状と前記属性情報とを同一面上に配置する

は、３
置に



【０００３】
そして、上記設計に基づき、部品製作あるいは部品を作成するための金型の製作が行われ
ている。
【０００４】
また、ＣＡＤ装置により作成された設計情報を利用するにあたり、３Ｄモデル（３Ｄ形状
）に、寸法、寸法公差、幾何公差、注記、記号などの属性情報が入力付加されている。
【０００５】
３Ｄモデルに属性情報を入力するためには、３Ｄモデルの面、稜線、中心線、あるいは頂
点等を指示選択することにより行われる。例えば図２５に示されるような３Ｄモデル４１
（この３Ｄモデルの正面図、平面図、側面図を図２６（ａ）～（ｃ）に示す）には、例え
ば図２７に示されるように属性情報が入力される。
【０００６】
ここで、属性情報とは、
距離（長さ、幅、厚さ等）、角度、穴径、半径、面取り等の寸法、および、その寸法に付
随する寸法公差、
あるいは、面、稜線等に寸法の入力なしで付加される幾何公差および寸法公差、あるいは
、部品、ユニット、製品を加工、製作するにあたり伝えるべき、指示すべき情報である注
記、
あるいは、表面粗さ等のあらかじめ約束事として決められている記号
などである。
【０００７】
３Ｄモデルに属性情報を付ける方法は、大別すると次の２種類がある。
（１）寸法、寸法公差、幾何公差、注記、記号を付与する場合
寸法、寸法公差を記入するために寸法線および寸法補助線が必要、また、幾何公差、注記
、記号を記入するために引き出し線が必要となる。
（２）寸法は付けず、寸法公差、幾何公差、注記、記号を付与する場合
寸法線および寸法補助線は不要であるが、寸法公差、幾何公差、注記、記号を記入するた
めに引き出し線が必要となる。
【０００８】
また、上記属性情報の付与に際し、補助的な線、あるいは記号、あるいはテキストの情報
が必要な場合は、３Ｄモデルの形状データからいわゆる二次元的に形状を表した二次元図
面を作成し、その二次元図面上で表現されている。上記情報は、例えばＪＩＳ　Ｂ　００
０１　機械製図　の中の以下のような情報である。
座標寸法記入法の穴等を表す記号、および穴位置等の一覧表
寸法数値の代わりに、文字記号を用いる場合の、別に表示する数値
外形線の延長線の交点に寸法を付与するときの延長線
隣接部分、あるいは工具、ジグなどの形状、位置を参考に表す
平面であることを表す細い実線
テーパ・勾配を図示で明示する
特殊な加工部分の範囲および特殊な加工に関する必要事項
矢視図あるいは部分拡大図等の文字あるいは倍率の表記
また、製作した部品、あるいは製作した金型、その金型により成形された成形品が、設計
した通りに出来上がっているか、測定検査する必要があった。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来例の如き、３Ｄモデルに属性情報を付ける方法においては、以下の問題点がある
。
【００１０】
上記（１）の場合は、寸法と寸法公差、およびそれらを記入するための寸法線および寸法
補助線が煩雑になり、３Ｄモデルの形状および属性情報が見難くなってしまう。
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【００１１】
図２７のように、比較的簡単な形状で、属性情報の個数が数十個程度であればなんとか見
ることもできるが、複雑な形状あるいは大型の形状の場合、必要に応じ数百～数千の属性
情報が３Ｄモデルに付与されるため、「属性情報同士が重なる」、「属性情報と寸法線、
寸法補助線、あるいは引き出し線とが重なる」、「寸法線、寸法補助線、あるいは引き出
し線の引き出し位置が分かりづらい」等のために、属性情報読み取りは極めて困難になっ
てしまう（図２７の角部の階段形状ですら多少見づらい）。
【００１２】
上記のような場合は、属性情報を入力するオペレータ自身が入力情報を見ることが困難で
あり、入力内容の確認もできず、すなわち属性情報の入力そのものが困難になってしまう
。
【００１３】
また、関係する属性情報の読み取りも極めて困難になってしまう。また、３Ｄモデルに対
し属性情報が占有する空間が大きくなってしまい、限られた大きさの表示画面上では、３
Ｄモデルの形状と属性情報を同時に見ることができなくなってしまう。
【００１４】
さらに、いわゆる断面図等で指示すべき属性情報（例えば図２７のザグリ穴の深さ１２±
０．１）は、３Ｄモデル４１の指示場所が見えず、分かりづらい。
【００１５】
上記（２）の場合は、寸法線および寸法補助線は不要であるが、引き出し線を使用するた
め、上記（１）と同様に、引き出し線が煩雑になり、３Ｄモデルの形状および属性情報が
見難くなってしまう。また、複雑な形状あるいは大型の形状の場合、必要に応じ数百から
数千の属性情報が３Ｄモデルに付与されるため、属性情報読み取りは極めて困難になって
しまう。
【００１６】
また、金型を製作し、出来上がった金型、およびその金型により成形された成形品を検査
するとき等に、寸法等を測定する必要が生じる。そのため、寸法値を読み取るために３Ｄ
モデル形状を計測機能による計測操作が強要される。
【００１７】
この場合、読み取りたい面、稜線等の箇所に対し、寸法の基準となる箇所を指示選択する
必要があり、複数の箇所の寸法を読み取る場合には、多くの操作回数および長い操作時間
がかかってしまうものである。また、操作ミスによる誤読の可能性は避けられない。さら
には全ての箇所の寸法を読み取る場合には、きわめて膨大な労力を強いるものである。
【００１８】
そもそも、３Ｄモデルおよび属性情報のいわゆる設計情報は、部品、ユニット、製品を加
工、製作するための情報であり、入力するオペレータ＝設計者から、見るオペレータ＝加
工、製造、検査等の技術者に、情報が分かりやすく、効率的に、間違うことなく、伝達さ
れるものでなくてはならない。上記従来技術においては、これらがまったく満足されてお
らず、工業的に有効に利用できる形態ではない。
【００１９】
また、上記属性情報の付与に際し、補助的な線、あるいは記号、あるいはテキストの情報
が必要な場合に、３Ｄモデルのデータからいわゆる二次元の図面を作成し、その二次元の
図面上で表現するとなると、設計情報の全てを入力あるいは見るためには、３Ｄモデルと
属性情報と二次元図面を用意しなければならず、入力する場合にも見る場合にも極めて効
率が悪くなるものである。
【００２０】
さらに、上記３Ｄモデルと属性情報と二次元図面は、設計情報として整合性が求められる
ものである。すなわち、３Ｄモデルと二次元図面の形状は同一の必要がある。また、属性
情報と二次元図面の情報は誤解、混乱を避けるために重複があってはならない。これらは
、形状等を変更した場合にも整合性を保つ必要があり、運用上多大な労力を強いるもので
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ある。
【００２１】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、ＣＡＤ
装置などで作成したデータに、入力しやすく、また見やすい、すなわち操作性良く属性を
入力付加することができる情報処理装 提供することにある。
【００２２】
　また、本発明の目的は、付加した属性が見やすく、かつ分かりやすく確実に設計情報が
伝達される情報処理装 提供することにある。
【００２３】
　また、本発明の目的は、ＣＡＤ装置などで作成したデータを有効に利用し、二次元の図
面を使用することなく、そのデータを活用した部品製作を効率良く行う情報処理装 提
供することにある。
【００２４】
　さらに、本発明の目的は、ＣＡＤ装置などで作成したデータを用いて、検査ステップを
効率良く行う情報処理装 提供することにある。
【００２５】
【課題を解決するための手段】
　このような目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、３Ｄモデルに対する属性
情報が関連付けられる仮想的な平面に３Ｄモデルを投影する投影手段

と、前記３Ｄモデルおよび前記仮想的な平面が配置される三次元
空間内において、前記３Ｄモデルと前記仮想的な平面上の前記３Ｄモデルの投影形状とを
結ぶ引出し線を 表示する表示手段

ことを特徴とする。
【００２７】
　本発明の以上の構成により、属性情報を所望の仮想平面上に入力配置でき、また該仮想
平面上に３Ｄモデルを投影した投影形状を作成することで、属性情報の数によらず極めて
容易に入力が可能となり、また見やすく、かつ分かりやすく確実に情報が伝達できるもの
である。
【００３２】
　本発明の以上の構成により、３Ｄモデルの形状データからいわゆる二次元的に形状を表
した二次元図面を作成することなく、３Ｄモデルと属性情報と仮想平面上の２Ｄ図形とテ
キスト情報で、効率良く設計情報を伝達できるものである。
【００３３】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施の形態を、図面を用いて詳細に説明する。
【００３４】
《モールド金型生産の全体の流れ》
図１は、本発明の実施形態のモールド部品金型生産の全体の流れを示す図である。
【００３５】
図１において、ステップＳ１０１で、製品の設計を行い、個々の部品の設計図面を作成す
る。部品の設計図面には、部品製作に必要な情報、制約情報などが含まれている。本実施
形態においては、部品の設計図面は３Ｄ－ＣＡＤで作成され、３Ｄ－ＣＡＤで作成された
図面（３Ｄ図面）は、形状、寸法公差、テキスト（注記）などの属性情報からなる。その
属性情報は形状（面、稜線、点）と関連付けることができ、寸法公差は成形品の検査指示
、金型精度指示などに利用される。
【００３６】
ステップＳ１０２において、製品の組み立てや成形などの製造性の検討を行い、部品毎の
工程図を作成する。部品の工程図には、部品製作に必要な情報に加えて、詳細な検査指示
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であって、前記関連
付けは前記仮想的な平面の視線方向に正対するように前記仮想的な平面上に属性情報が付
与されている、投影手段

前記視線方向に とを備え、前記表示手段は、前記３Ｄモ
デルの投影形状から前記仮想的な平面上に前記属性情報を引き出して表示し、前記投影形
状と前記属性情報とを同一面上に配置する



が含まれる。部品の工程図は２Ｄ－ＣＡＤまたは３Ｄ－ＣＡＤで作成される。
【００３７】
ここで、詳細な検査指示の例として、
測定項目（寸法あるいは寸法公差）の番号付け
測定項目に対して測定ポイントや測定方法の指示
などがある。
詳細な検査指示情報はＣＡＤ上で寸法公差と関連付けることができる。
【００３８】
ステップＳ１０３において、ステップＳ１０２で作成した部品の工程図（工程図面、金型
仕様書）を基に金型設計を行い、金型図面を作成する。金型図面には金型製作に必要な情
報、制約条件が含まれる。金型図面は、２Ｄ－ＣＡＤまたは３Ｄ－ＣＡＤで作成され、３
Ｄ－ＣＡＤで作成された金型図面（３Ｄ図面）は、形状、寸法公差、テキスト（注記）な
どの属性情報からなる。
【００３９】
ステップＳ１０４において、ステップＳ１０３で作成した金型図面を基に金型の製作工程
を検討し、金型工程図を作成する。金型加工工程は、ＮＣ（ numerical control）加工及
び汎用加工からなる。ＮＣ加工（数値制御による自動加工）を行う工程に対しては、ＮＣ
プログラムの作成指示を行う。汎用加工（手動による加工）工程には、汎用加工を行うた
めの指示を行う。
【００４０】
ステップＳ１０５において、金型図面を基に、ＮＣプログラムを作成する。
ステップＳ１０６において、工作機械などで金型部品を製作する。
ステップＳ１０７において、製作された金型部品を、ステップＳ１０３で作成した情報に
基づき検査する。
ステップＳ１０８において、金型部品を組み立て、成形する。
ステップＳ１０９において、成形されたモールド部品をステップＳ１０１、ステップＳ１
０２で作成した情報に基づき検査し、ＯＫであれば終了する。
ステップＳ１１０において、ステップＳ１０９の検査の結果に基づき成形品の精度不足（
精度不良）の個所に対応する金型の箇所を修正する。
【００４１】
《製品の設計》
次に、製品の設計を行い、個々の部品の設計図面の作成について説明する。部品の設計図
面は、３Ｄ－ＣＡＤ装置により作成される。
【００４２】
ここで、図２に示す情報処理装置である３Ｄ－ＣＡＤ装置を用いた部品の設計について説
明する。
【００４３】
図２は、ＣＡＤ装置のブロック図である。図２において、図中符号２０１は内部記憶装置
、２０２は外部記憶装置であり、ＣＡＤデータやＣＡＤプログラムを保管するＲＡＭ（ ra
ndom access memory）等の半導体記憶装置、磁気記憶装置等からなる。
【００４４】
２０３はＣＰＵ（ central processing unit）装置であり、ＣＡＤプログラムの命令に沿
って処理を実行する。
【００４５】
２０４は表示装置であり、ＣＰＵ装置２０３の命令に沿って形状などを表示する。
【００４６】
２０５はＣＡＤプログラムに対して指示等を与えるマウス、キーボードなどの入力装置で
ある。
【００４７】
２０６はＣＰＵ装置２０３の命令に沿って紙図面などを出力するプリンタなどの出力装置
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である。
【００４８】
２０７は外部接続装置であり、本ＣＡＤ装置と外部の装置とを接続し、本装置からのデー
タを外部装置へ供給したり、外部の装置から本装置を制御したりする。
【００４９】
図３は、図２に示したＣＡＤ装置の処理動作を示すフローチャートである。　まず、オペ
レータが入力装置２０５により、ＣＡＤプログラムの起動を指示すると、外部記憶装置２
０２に格納されているＣＡＤプログラムが内部記憶装置２０１に読み込まれ、ＣＡＤプロ
グラムがＣＰＵ装置２０３上で実行される（ステップＳ３０１）。
【００５０】
オペレータが入力装置２０５により対話的に指示することにより、内部記憶装置２０１上
に形状モデルを生成し、表示装置２０４上に画像として表示する（ステップＳ３０２）。
この形状モデルについては、後述する。なお、オペレータが入力装置２０５によりファイ
ル名などを指定することにより、既に外部記憶装置２０２上に作成されている形状モデル
をＣＡＤプログラム上で取り扱えるように、内部記憶装置２０１に読み込むこともできる
。
【００５１】
オペレータが入力装置２０５により、形状モデルを作成した３次元空間内に、属性配置平
面を作成する（ステップＳ３０３）。
【００５２】
この属性配置平面の位置が判別しやすいように、フレーム（２重枠、枠内塗りつぶし）な
どの画像情報として表示装置に表示する。また、属性配置平面の設定情報は形状モデルに
関連付けられて内部記憶装置２０１に保管される。
また、必要に応じて作成した属性配置平面に名称をつけることが望ましい。
【００５３】
次に、オペレータが入力装置２０５により、属性配置平面上に形状モデルの投影形状を作
成する。その投影形状は、属性配置平面の方向により、いわゆる平面図、正面図等の六面
図に相当する投影形状、および断面が投影された断面の投影形状のいずれかである（ステ
ップＳ３０４）。投影形状はモデル全体を投影させたものが好ましいが、面あるいは稜線
を選択的に、あるいは部分的に投影させてもよい。
【００５４】
ここで、投影形状と属性配置平面とは関連付けられて、その関連情報は内部記憶装置２０
１に保管される。
【００５５】
次に、オペレータが入力装置２０５により、形状モデルに対して、寸法、寸法公差、テキ
スト（注記）などを属性情報として付加する（ステップＳ３０５）。付加された属性情報
は、ラベルなどの画像情報として、形状モデルと投影された形状と共に表示装置に表示す
ることができる。付加された属性情報は、形状モデルに関連付けられて内部記憶装置２０
１に保管される。
【００５６】
次に、オペレータが入力装置２０５により、属性情報を属性配置平面に対して関連付ける
（ステップＳ３０６）。属性情報と属性配置平面の関連情報は、内部記憶装置２０１に保
管される。
【００５７】
オペレータがあらかじめ属性配置平面を指定して、属性配置平面属性配置平面との関連付
けを行いながら属性付けを行うようにしても良い。また、オペレータが入力装置２０５に
より、属性情報の属性配置平面への関連付けを設定・解除することができる。
【００５８】
次に、オペレータは入力装置２０５により、属性配置平面を指定することによって属性配
置平面、その属性配置平面に関連付けられた投影形状、およびその属性配置平面に関連付
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けられた寸法公差、テキスト（注記）などの属性情報の表示・非表示、あるいは色付けな
どの表示制御を行う（ステップＳ３０７）。
【００５９】
また、オペレータが入力装置２０５により属性配置平面を作成する際に、属性配置平面の
視点の位置、視線方向、倍率を設定する（ステップＳ３０７）。この属性配置平面の表示
情報を設定し、この属性配置平面を指定することで、設定された視点の位置、視線方向、
倍率で形状モデルを表示することが出来る。またこの属性配置平面と属性情報は関連付け
られているので、指定された属性配置平面に関係付けられている属性情報を選択的に表示
することができる。属性配置平面の表示情報は内部記憶装置に保管される。
【００６０】
また、属性情報に識別子を付加することができ、この識別子を付加して外部記憶装置２０
２に保管することができる。この識別子を利用して他のデータと属性データを関連付ける
。
【００６１】
また、外部記憶装置２０２上の属性情報に情報を追加したものを内部記憶装置２０１に読
み込んで、属性情報を更新することができる。
【００６２】
そして、オペレータが入力装置２０５により、形状モデルに属性配置平面の位置情報、属
性配置平面上の投影形状、属性配置平面の表示情報、および属性情報を付加したＣＡＤ属
性モデルを外部記憶装置２０２に保管する（ステップＳ３０８）。
【００６３】
ここで、形状モデルとＣＡＤ属性モデルについて説明する。
図４（ａ）、（ｂ）は形状モデルの例を示す図であり、図５は形状モデルを構成する各部
の関連を示す概念図である。
【００６４】
図４（ａ）、（ｂ）は、形状モデルの代表例として、ＳｏｌｉｄＭｏｄｅｌである。図に
示すように、ＳｏｌｉｄＭｏｄｅｌは部品などの形状をＣＡＤ上の３次元空間上に定義す
る表現方法で、位相情報（Ｔｏｐｏｌｏｇｙ）と幾何情報（Ｇｅｏｍｅｔｏｒｙ）からな
る。ＳｏｌｉｄＭｏｄｅｌの位相情報は、図５に示すように、内部記憶装置２０１上で階
層的に記憶され、
１つ以上のＳｈｅｌｌと、
１つＳｈｅｌｌに対して１つ以上のＦａｃｅと、
１つのＦａｃｅに対して１つ以上のＬｏｏｐと、
１つのＬｏｏｐに対して１つ以上のＥｄｇｅと、
１つのＥｄｇｅに対して２個のＶｅｒｔｅｘと
からなる。
【００６５】
また、Ｆａｃｅに対して平面や円筒面といったＦａｃｅ形状を表現するＳｕｒｆａｃｅ情
報が内部記憶装置２０１上で関連付けられて保管される。Ｅｄｇｅに対して直線や円弧と
いったＥｄｇｅの形状を表現するＣｕｒｖｅ情報が内部記憶装置２０１上で関連付けられ
て保管される。Ｖｅｒｔｌｅｘに対して三次元空間上の座標値を内部記憶装置２０１上で
関連付けられて保管される。
【００６６】
Ｓｈｅｌｌ、Ｆａｃｅ、Ｌｏｏｐ、Ｖｅｒｔｅｘの各位相要素には、夫々属性情報が内部
記憶装置２０１上で関連付けられて保管されている。
【００６７】
ここで、Ｆａｃｅ情報を例に、内部記憶装置２０１上での保管方法の一例を説明する。
【００６８】
図６は、内部記憶装置２０１上でのＦａｃｅ情報の保管方法を示す概念図である。
図に示すように、Ｆａｃｅ情報はＦａｃｅＩＤ、Ｆａｃｅを構成するＬｏｏｐＬｉｓｔへ
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のポインタ、Ｆａｃｅ形状を表すＳｕｒｆａｃｅデータへのポインタ及び属性情報へのポ
インタからなる。
【００６９】
ＬｏｏｐＬｉｓｔは、Ｆａｃｅを構成する全てのＬｏｏｐのＩＤをリスト形式で保管した
ものである。Ｓｕｒｆａｃｅ情報は、ＳｕｒｆａｃｅＴｙｐｅとＳｕｒｆａｃｅＴｙｐｅ
に応じたＳｕｒｆａｃｅＰａｒａｍｅｔｅｒから構成される。
【００７０】
属性情報は、属性タイプ及び属性タイプに応じた属性値から構成される。属性値には、Ｆ
ａｃｅへのポインタや属性が所属するグループへのポインタなども含まれる。
【００７１】
《３Ｄモデルの投影形状と属性情報の入力と表示》
次に、３Ｄモデルへの属性情報の入力、属性配置平面の作成方法、および属性情報が付加
された３Ｄモデルと属性配置平面上の投影形状の表示について、詳細に説明する。
【００７２】
図７～図１１は、３Ｄモデル、属性配置平面、投影形状、および属性情報を示す図であり
、図１２～図１４は３Ｄモデルに属性配置平面、投影形状、および属性情報を付加すると
きの処理動作を示すフローチャートである。
【００７３】
図１２のステップＳ１２１で、図７に示す３Ｄモデル１を作成し、作成した３Ｄモデル１
に属性情報を付与するために、ステップＳ１２２で必要な属性配置平面を設定する。
【００７４】
ここで、属性配置平面は、３Ｄモデル１、および３Ｄモデル１に付加された属性情報の表
示に関わる要件を規定するものである。
【００７５】
本実施形態では、属性配置平面を（仮想的な）三次元空間上の一点（以下、視点という）
の位置、作成する平面の法線方向（視線方向）で定義し、更に３Ｄモデル１、および３Ｄ
モデル１に付加された属性情報の表示倍率（以下単に倍率）の情報も有するものとする。
【００７６】
すなわち、視点の位置とは、視線方向において属性配置平面が設定される位置であり、例
えば属性配置平面２１１、２１２、２１３は３Ｄモデル１の最外形から６０ｍｍの位置に
設定される（図７）。
【００７７】
ただし、ここで、いわゆる三角法による投影図（正面図、平面図、左右の側面図、下面図
、背面図）の視線方向に相当する属性配置平面については、視点の位置が３Ｄモデル１の
外部に位置していれば、いずれの位置でも表示内容には関係しない。
【００７８】
また、その視点の位置は、３Ｄモデル１、および３Ｄモデル１に付加された属性情報を表
示する際に表示装置２０４の表示中心と一致する点である。
次に、法線方向はその視点の位置から、３Ｄモデル１、および３Ｄモデル１に付加された
属性情報を表示する際の視線方向と一致させる。
【００７９】
また、倍率とは（仮想的な）三次元空間上の３Ｄモデル形状を表示装置２０４上で表示す
る際の拡大する倍率とする。
【００８０】
属性配置平面のパラメータである、視点の位置、視線方向、倍率は随時変更可能とする。
【００８１】
例えば、図７においては、いわゆる正面図、平面図、右側面図の方向に相当する属性配置
平面２１１、２１２、２１３が設定される。視線方向は３Ｄモデルの外から内部へ向かう
向きが定められる。図７においては、属性配置平面２１１は３Ｄモデル１の正面２０１ａ
と平行であり、属性配置平面２１２は３Ｄモデル１の上面２０１ｂと平行であり、属性配
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置平面２１３は３Ｄモデル１の側面２０１ｃと平行の関係となる。視点の位置と倍率は、
３Ｄモデル１の形状と付与する属性情報の概ね全てが表示装置２０４の表示画面に表示で
きるように定められる。
【００８２】
各属性配置平面の位置を明示するために、属性配置平面を枠取りした四角で表現してある
。この属性配置平面の位置を明示する手段として本実施例では枠を用いて表現したがこれ
に限られるものではなく、形状としては、四角以外の多角形、あるいは円形であっても良
い。
【００８３】
次に、投影形状を設定する（ステップＳ１２３）。投影形状は、上記各属性配置平面２１
１，２１２，２１３に対し、３Ｄモデル１の外形形状が投影される形状である。例えば図
７に示すように正面図の視線方向に相当する属性配置平面２１１上に投影形状２、平面図
の視線方向に相当する属性配置平面２１２上に投影形状３、右側面図の視線方向に相当す
る属性配置平面２１３上に投影形状４、および図８に示すように断面図の視線方向に相当
する属性配置平面２１４上に投影形状５が設定される。投影形状は、各々の属性配置平面
を選択することにより、外形形状を一括して投影する、あるいは単一の面を選択してその
面の形状を投影する、あるいは複数の面を選択してその面の形状を投影する、のいずれの
方法でもよいものである。
【００８４】
上記の属性配置平面と投影形状は、３Ｄモデル１と同じ三次元空間内に配置されているた
め、３Ｄモデル１を三次元的に回転、ズームイン／アウト等すれば、３Ｄモデル１と共に
回転、ズームイン／アウト等できるものである。必要に応じ、随時属性配置平面および投
影形状が追加設定あるいは削除されることは言うまでもない。
【００８５】
次に、ステップＳ１２４で設定された各属性配置平面に関連付けて、各属性配置平面の視
線方向に正対するように、属性情報を入力する。図９は正面図の視線方向に相当する属性
配置平面２１１上に属性情報を付与した状態を示す図である。図１０（ａ）、（ｂ）、（
ｃ）は各々の属性配置平面の視線方向から見た３Ｄモデル１、投影形状２，３，４および
属性情報である。ここで、属性情報は投影形状と同様に属性配置平面上に配置されるもの
である。属性情報の配置についての詳細は後述する。なお、図１０においては、投影形状
２、３、４は３Ｄモデル１の形状に重なって表示されている。
【００８６】
属性配置平面に関連付けられた属性情報の大きさ（文字やシンボルの高さ）を、属性配置
平面の倍率に応じて変更する。属性情報の大きさ（ｍｍ）とは、３Ｄモデル１が存在する
仮想的３次元空間における大きさと定義する（表示装置２０４において表示された際の大
きさではない）。属性情報が別の属性配置平面に関連付けられた場合、変更先の属性配置
平面の倍率に応じて属性情報の大きさを変更する。
【００８７】
また、各属性配置平面と属性情報の関連付けは、属性情報の入力後でもよい。たとえば図
１３に示すフローチャートのように、３Ｄモデル１を作成し（ステップＳ１３１）、ステ
ップＳ１３２にて属性を入力、ステップＳ１３３、Ｓ１３４で属性配置平面と投影形状を
作成後、ステップＳ１３５にて所望の属性配置平面に属性情報が関連付けられるものであ
る。また、必要に応じ、属性配置平面に対し関連付けられる属性情報の追加、削除等の修
正がなされるものである。
また、投影形状の作成は、属性情報の入力後でもよい。
【００８８】
属性情報の入力は、３Ｄモデル１および所望の投影形状を二次元的に表示させて入力させ
てもよく、また必要に応じ、三次元的に表示させながら入力してもよい。その入力はいわ
ゆる２Ｄ－ＣＡＤで二次元図面を作成する工数と何ら変わることなく実現できるものであ
る。さらには、必要に応じ三次元的に３Ｄモデル１を見ながら入力することができるので
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、より効率的かつミスなく実現できるものである。
【００８９】
次に、属性配置平面上での２Ｄ図形およびテキスト情報を作成編集する場合の説明を行う
。その２Ｄ図形およびテキスト情報は、例えば以下の情報を表記する場合に用いられるも
のである。
座標寸法記入法において、穴等を表す記号、および穴位置等の一覧表を作成編集する。
【００９０】
また、寸法数値の代わりに、文字記号を用いる場合において、別に表示するテキスト、数
値を作成編集する。
また、外形線の延長線の交点に寸法を付与するとき、交点を明らかにするために外形線の
延長線を作成編集する。
また、隣接部分、あるいは工具、ジグなどの形状、位置を参考に表す線を作成編集する。
また、平面であることを表す細い実線を作成編集する。
また、テーパ・勾配を図示で明示するために、斜面から引出線を引き出して図と寸法を作
成編集する。
また、特殊な加工部分の範囲を指示する線、および特殊な加工に関する必要事項に関する
テキストを作成編集する。
また、矢視図あるいは部分拡大図等の文字あるいは倍率に関するテキストを作成編集する
。
また、中心線あるいはかくれ線等を投影形状に付加する。
【００９１】
上記各場合において、必要に応じ、いわゆる実線、破線、一点鎖線、二点鎖線の太線ある
いは細線が用いられるものである。また、必要に応じ上記各種線の色が設定できるもので
ある。
【００９２】
また、上記各種の線は、属性配置平面上の任意の２点を指示する、１点と方向を指示する
、あるいは中心と半径を指示する等のよく知られた各種の方法で作成される。また、線の
作成に際し、必要に応じ３Ｄモデル１あるいは投影形状が利用されるのは言うまでもない
。
【００９３】
上記各種情報が所望の属性配置平面と関連付けられ、属性配置平面上に作成される。これ
により、より分かりやすく適切な設計情報が表現可能となるものである。
【００９４】
次に、３Ｄモデル１の属性情報を見る場合の説明を行う。図１４のステップＳ１４１にお
いて所望の属性配置平面を選択することで、ステップＳ１４２において選択された属性配
置平面の視点の位置、視線方向、および倍率に基づき３Ｄモデル１の形状とその属性配置
平面に関連付けて付与されている投影形状と属性情報が表示されるものである。例えば属
性配置平面２１１、属性配置平面２１２、あるいは属性配置平面２１３が選択されると、
それぞれ図１０（ａ）、（ｂ）、あるいは（ｃ）が表示される。このとき、属性情報は各
属性配置平面の視線方向に正対して配置されているため、表示画面上では二次元的に極め
て容易に分かりやすく見ることができる。
【００９５】
さらには、３Ｄモデル１を回転させて三次元的に見る場合においても、投影形状と属性情
報とが同一面上に配置されているために、極めて容易に分かりやすく見ることができる。
例えば図９と図１１とにおいて、投影形状２の有無を比較すれば明らかなように、投影形
状２がある場合には属性情報の指示位置がより見やすくなるものである。
【００９６】
次に、属性配置平面を容易に選択可能とするための例を紹介する。まず、選択可能な３Ｄ
モデルの属性配置平面の枠を表示させ、オペレタータが、マウスなどのポインティングデ
バイス等の入力装置を使用して、属性配置平面を選択する方法が考えられる（図７）。
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【００９７】
次に、選択可能な属性配置平面の名称をリスト形式で表示して、その中から選択する方法
も考えられる（不図示）。
【００９８】
さらには、属性配置平面の視線方向から見た状態（図１０（ａ）、（ｂ）、あるいは（ｃ
））の画像をサムネイル画像としてアイコン表示して、選択する方法も考えられる。
【００９９】
《属性情報の他の入力方法》
図１１～図１４を用いて説明した上述の属性情報の入力においては、各属性配置平面に属
性情報を関連付けたが、関連付ける手段は上記に限定されるものではなく、例えば属性情
報をグループ化し、そのグループと属性配置平面を関連付けてもよい。
【０１００】
図１５、図１６に示すフローチャートに基づき、説明する。
あらかじめ入力された属性情報を選択的に、あるいは検索結果に基づきグループ化し、そ
のグループと任意の属性配置平面関連付けすることで上記と同様の結果および効果が得ら
れる。また、属性情報のグループへの追加、削除等の修正がなされることにより、属性配
置平面に関連付けられる属性情報を操作することができる。
【０１０１】
即ち、３Ｄモデルを生成し（ステップＳ１５１）、属性情報を入力し（ステップＳ１５２
）、３Ｄモデルに対し属性配置平面の視点の位置、視線方向、および倍率を設定する（ス
テップＳ１５３）。そして、ステップＳ１５２で入力され属性情報をグループ化し、設定
した属性配置平面とグループ化した属性情報とを関連付けて設定するものである（ステッ
プＳ１５４）。
【０１０２】
また、表示を行うときは、図１６に示すように、属性配置平面選択し（ステップＳ１６１
）、選択された属性配置平面に関連付けられている属性情報を属性配置平面の視点の位置
、視線方向、および倍率の情報に従って表示装置２０４で表示する（ステップＳ１６２）
ものである。
【０１０３】
《断面の属性配置平面と投影形状の設定》
断面の投影形状５について、図１７に基づきさらに説明する。３Ｄモデル１内の所望の位
置に切断面を設定し（例えば、穴の中心を通り正面図に平行）、その切断面の表裏いずれ
かの法線方向を視線方向として属性配置平面２１４を設定する。例えば、視線方向に対し
切断面の手前側を非表示とすることで、３Ｄモデル１の断面形状を表示することができる
。断面および切断面の向こう側の形状の投影形状５は上記属性配置平面２１４上に配置さ
れる。その属性配置平面２１４に関連付けて属性情報を入力、表示することで、二次元的
にも三次元的にも、断面形状および投影形状を見ながら、属性情報の指示箇所が容易にか
つ即座に分かるものである。その属性情報は例えば、断面で表示しないと見えない面の寸
法、注記、あるいは断面で表示しないと寸法引き出し線が見えない寸法等である。
【０１０４】
《複数の投影図の設定》
また、３Ｄモデル１の形状が同一に見える、すなわち視線方向が同一の属性配置平面を複
数設定し、各々の属性配置平面に同一の投影形状を配置する構成としてもよい。断面の属
性配置平面についても同様に、同一の切断面で、同一の視線方向である複数の属性配置平
面を設定してもよい。
【０１０５】
図１８に同一の視線方向の複数の属性配置平面２１５、２１６、および各々の属性配置平
面２１５、２１６に投影された同一の複数の投影形状６、７を示す。図１８においては、
属性配置平面２１５と属性配置平面２１６とは３Ｄモデル１の平面図に相当する属性配置
平面２１５、２１６である。各々の属性配置平面２１５、２１６に属性情報を、例えばグ
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ループ化し関連付けることで、より見やすい属性情報を実現できる。例えば、属性配置平
面２１５には３Ｄモデル１の概略の外形寸法に関わる属性情報を関連付け、属性配置平面
２１６には３Ｄモデル１の細かい（詳細の）形状を関連付けることができる（図１９）。
この場合、属性配置平面２１５、２１６の倍率を異なる設定とすることができるものであ
る。属性配置平面２１５に関連付けられるビューの倍率を１、属性配置平面２１６に関連
付けられるビューの倍率を２とすることで、細かい形状と関連付けられた属性情報も容易
に分かりやすく見ることができる。
【０１０６】
また、複数の属性配置平面の設定においては、穴位置および穴形状に関わる属性情報、あ
るいは印刷、塗装等の二次加工に関連する属性情報等、属性情報の種類ごとに関連付ける
属性配置平面を設定するという取り扱いもできるものである。
【０１０７】
《属性情報の配置》
３Ｄモデルとその３Ｄモデルに付加する属性情報を２次元な図面として極めてわかりやす
く表示画面上で表現するため、オペレータは表現したい３Ｄモデルの部位の複数の属性情
報を適宜選択もしくはグループ化して属性配置平面に関連付ける。２次元的な図面の表現
方法であれば、属性情報の位置は関連する投影図の投影方向、すなわちビューの視線方向
の領域に正対配置すればよいが、３Ｄモデルに属性情報を付加し図面とするいわゆる「３
Ｄ図面」においては、３Ｄモデルのメリットを十分生かすため工夫が必要となる。
【０１０８】
３Ｄモデルのメリットの一つは、表示画面上で実物に近い形で立体的に表現できるため、
３Ｄモデルを作成するオペレータあるいはその３Ｄモデルを用いる次工程のオペレータ（
工程設計者、金型設計・製作者、測定者等）にとって、２次元図を扱う際に必要となる２
次元から３次元への変換作業（これは主にオペレータの頭の中で行われていた）が省ける
点である。この変換作業はオペレータの力量によるところが多く、いきおいこの変換作業
において誤変換による誤造や変換時間のロスが発生することがある。
【０１０９】
３Ｄ図面において、３Ｄモデルのメリットである立体的に表現できる点を損なわないため
に、立体表示した際の属性情報の表示（属性情報の配置）に工夫をする必要がある。
【０１１０】
その工夫する点について、図２０（ａ）～（ｄ）を用いて説明を行う。
第一の工夫は、属性情報を配置する面についてである。
図２０（ａ）は説明に使用する３Ｄモデル２１の斜視図、図２０（ｂ）は３Ｄモデル２の
平面図、図２０（ｃ）は３Ｄモデル２１に工夫しないで属性情報を付加した状態を説明す
る斜視図、図２０（ｄ）は属性情報の配置を工夫して行った斜視図である。
【０１１１】
まず、３Ｄモデル２１に対して、平面図を作成するため属性配置平面（不図示）、投影形
状２２、および属性情報の入力を行う。この属性配置平面の視線方向から表示した状態が
図２０（ｂ）である。
【０１１２】
その属性情報の入力に関して、図２０（ｃ）の様に複数の属性情報の配置する面を互い違
いにすると、属性情報が重なりあい属性情報の内容が判別し難くなる。図２０（ｃ）のよ
うに属性情報が少なくても見にくいので、より複雑な形状であれば、もはや属性情報は有
益な情報ではなくなり、斜視状態では図面として成り立たなくなることは容易に想像でき
る。
【０１１３】
ところが、図２０（ｄ）の様に属性情報を投影形状２２と同一平面内に配置することで属
性情報どうしが重なり合うことはなく、２次元的な図面の表現（図２０（ｂ））と同等に
属性情報の判別は容易にできる。
【０１１４】
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こうすることで、３Ｄモデル２１に属性情報を付加する図面形態（３Ｄ図面）において２
次元的な図面の表現だけでなく、３Ｄモデル２１のメリットである立体的に３Ｄモデル２
１を表現しながら、属性情報の判別が容易にできるので、立体図面（３Ｄ図面）として利
用することが可能となる。
【０１１５】
上記は同一視線方向の複数の属性配置平面に属性情報を関連付ける場合においても同様で
ある。
【０１１６】
また、同一視線方向に複数の属性配置平面を作成する際には、離して配置するのが好まし
い（図１８）。この複数の属性配置平面、各々の属性配置平面に投影された投影形状、お
よび各々の属性配置平面に関連付けられている属性情報を同時に表示する際、属性配置平
面を同一位置に作成すると各属性情報の配置面が同一面になるので、視線方向はもとより
視線方向をずらして斜めから見ても属性情報同士が重なり見にくくなる。そもそも同一方
向からみて属性情報が多いために複数の属性配置平面に分けており、同時に属性情報を表
示する際には属性情報が重なってしまうことは避けられない。
【０１１７】
視線方向からの見にくいのは救えないとしても、斜視状態で属性情報を判別し易くするた
めに手段として、同一視線方向の投影形状は離して配置するのが有効である。
【０１１８】
第二の工夫は、属性情報の引き出し方である。
属性情報を、３Ｄモデルから三次元空間内の投影形状が配置された属性配置平面に引き出
すためには、引き出し線あるいは寸法補助線に相当する線を、例えば一度折り曲げてＬ字
状に引き出す必要がある。この引き出し方としては、図２１に示すように、３Ｄモデル３
１側で折り曲げる方法（まず３Ｄモデル３１から属性情報を引き出し、寸法線等の位置で
投影形状３２が作成されている属性配置平面（不図示）に引き出す。線１１）と、属性配
置平面の面で折り曲げる方法（３Ｄモデル３１と属性配置平面上の投影形状３２をまず線
で結び、属性配置平面において属性情報を引き出す。線１２）とが考えられる。本発明に
おいては、属性情報を投影形状をより有効に活用するために、上記属性配置平面の面上で
折り曲げる方法が好ましい。その方法により、属性情報が投影形状のどの部位に関係して
いるのかが極めて明確となり、「３Ｄ図面」において、３Ｄモデルのメリットを十分に生
かすことができるものである。
【０１１９】
《倍率》
次に、属性配置平面の倍率について説明する。倍率とは（仮想的な）三次元空間上の３Ｄ
モデル形状、投影形状、および属性情報を表示装置２０４上で表示する際の拡大縮小する
倍率である。その倍率を所望の倍率とすることで、複雑な形状あるいは詳細な形状をより
見やすくできる。また、サイズの大きな形状を縮小して形状全体を見ることで、形状がよ
り理解しやすくなるものである。
【０１２０】
図２２（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、３Ｄモデル５１の一部を拡大して表示した状態を示す
図である。例えば、図２２（ａ）のように、３Ｄモデル５１に対し、視線方向を平面図に
対応する属性配置平面の視線方向に向け、視線中心を角部近傍とし、倍率を例えば５倍と
するビューを設定することで、階段状の形状および属性情報が極めて分かりやすく表示で
きる。（図２２（ｂ））
本実施形態においては、３Ｄ－ＣＡＤ装置を構成するハードウェア、あるいは３Ｄ形状モ
デルの構成方法によらず３Ｄ－ＣＡＤ全般に対し有効である。
【０１２１】
さらに、属性配置平面（不図示）に関連付けられた属性情報の大きさ（文字やシンボルの
高さ）は、属性配置平面に関連付けられる倍率に応じて変更するものとする。（図２２（
ｂ））
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属性情報の大きさ（単位は例えばｍｍとする）とは、３Ｄモデル５１が存在する仮想的３
次元空間における大きさと定義する（表示装置２０４において表示された際の大きさでは
ない）。
【０１２２】
例えば、属性配置平面において倍率１の時の属性情報の大きさを３ｍｍとする。その属性
配置平面を倍率５で同じように文字高さを３ｍｍとして表示した例を図２２（ｃ）で示す
。属性配置平面に関連付けられた属性情報は５倍の表示倍率で表示されるのでその大きさ
は１５ｍｍとなる。見るために、表示される大きさが大きいのはよいことであるが、その
１５ｍｍは必要以上に大きく、一度に見たい情報が多数ある場合には好適とは言えない。
【０１２３】
図２２（ｂ）、（ｃ）において四角線は表示装置２０４での表示可能範囲を示す。
属性情報が重ならないように配置すると、３Ｄモデルおよび投影形状と、属性情報の位置
が離れてしまうので形状とそれに関係する属性情報の関わりがわかりにくく、誤読する可
能性も発生する。また表示したい属性情報が多いと全ての属性情報を表示装置２０４で表
示しきれなくなり、表示可能範囲外の属性情報を見るために表示範囲を変更しなくてはな
らない煩わしさを伴う。
【０１２４】
また、縮小して表示したい場合（倍率は１未満）に文字の大きさを変更しないと、縮小図
表示状態で属性情報の表示装置２０４上の表示大きさが小さくなり、属性情報の内容が判
別できなくなる。
【０１２５】
そこで、属性情報が表示される時のことを考慮して、属性情報の情報の大きさを倍率によ
って変更するのが望ましい。
【０１２６】
そのため、倍率と属性情報の大きさをおおよそ反比例の関係にすると良い。例えば属性配
置平面の倍率が１の時、属性情報の大きさを３ｍｍと設定する場合、上記属性配置平面３
２のビューの倍率を５とすれば、関連付けられた属性情報の大きさを０．６ｍｍとする。
【０１２７】
また、任意の属性配置平面に関連付けられている属性情報が他の属性配置平面に関連付け
られた場合、変更先の属性配置平面の倍率に応じて属性情報の大きさを変更する。
【０１２８】
《投影図の複数選択》
上述の実施例において、属性配置平面に関連付けられた属性情報を表示する場合、選択対
象の属性配置平面の数はただ一つとしていたが、本発明の目的を鑑みると、複数の属性配
置平面を選択してもなんら問題ない。
【０１２９】
ただし、属性配置平面の単一選択を行う場合は、視線方向、倍率、視線中心が唯一つなの
で、表示装置上での表示方法は一つになるが、複数選択した場合は表示方法が複数になる
ので工夫をしなければならない。たとえば、複数選択を行った場合、選択された属性配置
平面に関連付けられた属性情報をすべて表示し、視線方向、倍率、視線中心についてはど
の属性配置平面の設定を採用するか選択できるようにすることが考えられる。
【０１３０】
また、属性情報の表示は関連する属性配置平面毎に色を変えるなどして、グループがわか
りやすく判別できるように工夫を行う。
【０１３１】
《属性情報の表示方法》
上記従来例では、３Ｄモデル対して入力された属性情報を選択的に表示する順序として、
まず最初に属性配置平面の選択を行い、次にその属性配置平面に関連付けられた属性情報
を適宜表示する、この順番で説明を行ったが、この方法に限定されるものではなく、属性
情報を選択し、その次に、その属性情報が関連付けられている属性配置平面の視線方向、
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倍率、視線中心で、３Ｄモデル、投影形状およびその属性情報を表示する手法も有効であ
る。
【０１３２】
図２３は、この一連の処理動作を示すフローチャートである。
図９の様に３Ｄモデル１と属性情報が表示された状態（他の属性配置平面に関連付けられ
ている属性情報が同時に表示されていてもよいことは言うまでもない）で、属性情報（例
えば３５±０．３）を選択する（ステップＳ３１１）。
【０１３３】
この選択により、上記属性情報が関連付けられている属性配置平面の視線方向、倍率、視
線中心に基づいて、３Ｄモデル１、投影形状、および属性情報を表示する（ステップＳ３
１２）。この場合図１０（ｂ）で示す如く正面図が表示される。
これによって、選択された属性情報と３Ｄモデル１との関係が、２次元的に表示されるの
で、より認識しやすくなる。
【０１３４】
また、３Ｄモデルの幾何情報（稜線、面、頂点）を選択し、その幾何情報に関連付けられ
ている属性情報の表示、さらにはその属性情報が関連付けられている属性配置平面の視線
方向、倍率、視線中心で、３Ｄモデル、投影形状およびその属性情報を表示する手法も有
効である。
【０１３５】
図２４（属性情報選択から表示）は、この一連の処理動作を示すフローチャートである。
３Ｄモデルの幾何情報を選択する（ステップＳ３２１）。
選択した幾何情報に関連付けられている、属性情報を表示する（ステップＳ３２２）。
関連付けられている、属性情報が複数存在するならば、それらをすべて表示しても良い。
また、属性情報が関連付けられている属性配置平面に属する属性情報すべてを表示しても
よい。
【０１３６】
次に、表示した属性情報に関連する属性配置平面の、視線方向、倍率、視線中心に基づい
て３Ｄモデル、投影形状および属性情報を表示する。
このように、３Ｄモデルの幾何情報から、関連する属性情報の検索および、表示が出来る
のでとても使いやすい。
【０１３７】
《表示》
ここで、上述のように作成した属性情報が付加された３Ｄモデルの表示について述べる。
【０１３８】
図２に示した情報処理装置で作成した属性情報が付加された３Ｄモデルは、作成した装置
自身、或いは、外部接続装置を介して作成した３Ｄモデルのデータを転送することにより
、他の同様な情報処理装置を用いて、図１に示した各工程で表示し、利用することができ
る。
【０１３９】
まず、３Ｄモデルを作成した、製品／ユニット・部品の設計技術者あるいはデザイン設計
者であるオペレータ自身が、自ら作成した３Ｄモデルを、図１０（ａ）、（ｂ）、（ｃ）
に示すように表示を行うことで、あたかも二次元の図面を作成するごとく３Ｄモデルに新
たな属性情報を付加することができるものである。また、例えば、形状が複雑な場合に、
必要に応じて３Ｄモデルを３次元表示と二次元的表示とを交互に、或いは、同一画面に表
示することにより、効率良くかつ正確に所望の属性情報を入力していくことができる。
【０１４０】
また、作成された３Ｄモデルをチェック／承認する立場にあるオペレータが、作成した３
Ｄモデルを図１０（ａ）、（ｂ）、（ｃ）に示す表示を、同一画面或いは切替えて表示す
ることにより、チェックを行い、チェック済み、ＯＫ、ＮＧ、保留、要検討などを意味す
るマーク、記号、或いは色つけなどの属性情報が付加される。必要に応じて、複数の製品
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／ユニット／部品を比較、参照しながらチェックが行われるのは言うまでもない。
【０１４１】
また、作成された３Ｄモデルの作成者以外の設計技術者あるいはデザイン設計者が、作成
された３Ｄモデルを参照して、他の製品／ユニット／部品を設計する場合に利用すること
ができる。この３Ｄモデルを参照することにより、容易に作成者の意図、あるいは設計手
法を理解できるものである。
【０１４２】
また、３Ｄモデルを製作、製造するに当たり、そのために必要な情報を３Ｄモデルあるい
は属性情報に付与するオペレータが利用することができる。この場合、オペレータは製品
／ユニット／部品の製作工程を設定する技術者である。オペレータは、例えば加工工程の
種類、使用する工具等の指示、あるいは３Ｄモデルへ加工上必要な稜線部、角部、隅部等
へのコーナＲ、面取りを付加する。あるいは寸法、寸法公差等に対する測定方法の指示、
測定点の３Ｄモデルへの付加、測定上注意すべき情報等を入力する。これらは、図１０（
ａ）、（ｂ）、（ｃ）のように見やすく配置作成された表示を見ながら、また必要に応じ
三次元的に形状を確認しながら、効率良く確実に行われる。
【０１４３】
また、３Ｄモデルを製作、製造するに当たり、所望の準備をするために必要な情報を３Ｄ
モデルあるいは属性情報から得るオペレータが利用することができる。この場合、オペレ
ータは製作、製造に必要な金型、治工具、各種装置等を設計する設計技術者である。オペ
レータは３Ｄモデルを三次元状態で見ながら形状を理解、把握しつつ、必要な属性情報を
図１０（ａ）、（ｂ）、（ｃ）のように見やすく配置作成された表示でチェック、抽出し
ていく。それらの属性情報を元に、オペレータは金型、治工具、各種装置等を設計する。
例えば、オペレータが金型の設計技術者である場合は、オペレータは３Ｄモデルおよび属
性情報から、金型の構成、構造等を検討しつつ設計する。また、必要に応じ、金型製作上
必要な稜線部、角部、隅部等へのコーナＲ、面取りを付加する。また、金型が樹脂の射出
成形用金型の場合には、オペレータは、例えば３Ｄモデルに成形上必要な抜き勾配等を付
加する。
【０１４４】
また、製品／ユニット／部品を製作、製造するオペレータが利用することができる。この
場合、オペレータは製品／ユニット／部品の加工技術者、組立て技術者である。オペレー
タは３Ｄモデルを三次元状態で見ながら加工すべき形状、あるいは組み立てるべき形状を
容易に理解、把握しつつ、図１０（ａ）、（ｂ）、（ｃ）のように見やすく配置作成され
た表示を見て加工、組立てを行う。そして必要に応じ、オペレータは加工部、組立て部の
形状等をチェックする。また、加工済み、加工が困難、あるいは加工結果等を属性情報と
して３Ｄモデルあるいはすでに付加されている属性情報に付加し、その情報を設計技術者
等にフィードバックしてもよい。
【０１４５】
また、製作、製造された製品／ユニット／部品を検査、測定、評価するオペレータが利用
することができる。この場合、オペレータは製品／ユニット／部品の検査、測定、評価す
る技術者である。オペレータは、上記の寸法、寸法公差等に対する測定方法、測定点、測
定上注意すべき情報を、図１０（ａ）、（ｂ）、（ｃ）のように見やすく配置作成された
表示を見ながら、また必要に応じ三次元的に形状を確認しながら、効率良く確実に得て、
検査、測定、評価を実行する。そして、オペレータは必要に応じ、検査、測定、評価を属
性情報として、３Ｄモデルに付与することができる。例えば、寸法に対応する測定結果を
付与する。また、寸法公差外、キズ等の不具合箇所の属性情報あるいは３Ｄモデルにマー
クあるいは記号等を付与する。また、上記チェック結果と同様に、検査、測定、評価済み
のマーク、記号、あるいは色付け等がなされてもよい。
【０１４６】
また、製品／ユニット／部品の製作、製造に関係する各種の部門、役割のオペレータが利
用することができる。この場合、オペレータは例えば、製作、製造コストを分析する担当
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者、あるいは製品／ユニット／部品自体、関連する各種部品等を発注する担当者、製品／
ユニット／部品のマニュアル、梱包材等を作成する担当者、等である。この場合もオペレ
ータは３Ｄモデルを三次元状態で見ながら製品／ユニット／部品の形状を容易に理解、把
握しつつ、図１０（ａ）、（ｂ）、（ｃ）のように見やすく配置作成された表示を見て効
率的に各種業務を遂行する。
【０１４７】
《検査指示の入力》
次に、検査指示に関して述べる。
出来上がった金型や、部品などを検査するためには、予め、３Ｄモデルに寸法などを割り
当てて表示することは上述した通りである。
【０１４８】
ここでは、設定された属性配置平面に対して、検査する位置が明確となる表示となるよう
に属性情報を入力する。
【０１４９】
即ち、３Ｄモデルを構成する、面、線、稜線などに対して、検査する順番、検査位置、検
査項目などを入力する。そして、その順番に検査することにより、検査工数を軽減するも
のである。
【０１５０】
まず、検査する項目と位置を入力することにより、全体が入力される。次に、所定の方法
により、検査の順番を割り振り、それぞれの項目に順番を割り当てる。そして、実際に検
査を行う場合は、順番を指示することにより、属性配置平面が選択され、表示されている
属性配置平面において、検査すべき位置の面などが、他と異なった形態（色などが異なる
）で表示され、検査位置が明確になる。
そして、指示された検査項目毎に、検査した結果を入力し、再成形が必要か否かが判断さ
れるものである。
【０１５１】
以上説明のように本発明の実施形態によれば、設定された属性配置平面と属性情報により
、簡単な操作で見やすい画面を得ることができる。また、視線方向と属性情報の関係も一
覧してわかるものである。さらには、あらかじめ寸法値などが入力されていることにより
、オペレータによる操作ミスによる誤読が軽減される。
【０１５２】
また、属性配置平面に関連付けられた情報のみを見ることができ、必要とする情報を容易
に知ることができる。
【０１５３】
また、同一視線方向の大量の属性情報を、複数の属性配置平面に割り当てることにより、
見やすい画面を得ることができ、必要な情報を容易に知ることができる。
【０１５４】
また、３Ｄモデルの内部、即ち、断面位置に属性配置平面を設定することにより、属性情
報をわかりやすく表示することができる。
【０１５５】
また、属性配置平面の表示倍率にしたがって、属性情報の大きさを変更するので、わかり
やすくそして、適切に表現できる。
【０１５６】
また、属性情報と投影形状を属性配置平面に配置することで、３Ｄモデルを斜めから見た
立体的な表現を行っても、属性情報を読み取ることが出来る。
【０１５７】
さらには、属性配置平面上に２Ｄ図形あるいはテキスト情報を作成することで、より分か
りやすく適切な表現、表示ができる。
【０１５８】
また、属性情報から、属性配置平面の検索および、その属性配置平面に関連付けられた情
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報のみを見ることができ、必要とする情報を容易に知ることができる。
【０１５９】
また、幾何情報から、属性情報および属性配置平面の検索さらには、その属性配置平面に
関連付けられた情報のみを見ることができ、必要とする情報を容易に知ることができる。
【０１６０】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明によれば、属性情報を所望の仮想平面上に入力配置でき、ま
たその仮想平面上に３Ｄモデルを投影した投影形状を作成することで、属性情報の数によ
らず極めて容易に入力が可能となり、また見やすく、かつ分かりやすく確実に情報が伝達
できる。
【０１６２】
　また、本発明によれば、３Ｄモデルの形状データからいわゆる二次元的に形状を表した
二次元図面を作成することなく、３Ｄモデルと属性情報と仮想平面上の２Ｄ図形とテキス
ト情報で、効率良く設計情報を伝達できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態のモールド部品金型生産の全体の流れを示す図である。
【図２】本発明の実施形態のＣＡＤ装置のブロック図である。
【図３】図２に示したＣＡＤ装置の処理動作を示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態の形状モデルの例を示す図で、（ａ）はＳｏｌｉｄＭｏｄｅｌ
の図、（ｂ）はＳｈｅｌｌの図を示す。
【図５】本発明の実施形態の形状モデルを構成する各部の関連を示す概念図である。
【図６】本発明の実施形態の内部記憶装置２０１上でのＦａｃｅ情報の保管方法を示す概
念図である。
【図７】本発明の実施形態の３Ｄモデル、属性配置平面および投影形状を示す図である。
【図８】本発明の実施形態の３Ｄモデルおよび断面の属性配置平面および投影形状を示す
図である。
【図９】本発明の実施形態の３Ｄモデル、属性配置平面、投影形状および属性情報を示す
図である。
【図１０】本発明の実施形態の各属性配置平面から見た３Ｄモデルと属性情報を示す図で
、（ａ）は平面図の視線方向から見た３Ｄモデルおよび属性情報、（ｂ）は正面図の視線
方向から見た３Ｄモデルおよび属性情報、（ｃ）は右側面図の視線方向から見た３Ｄモデ
ルおよび属性情報を示す図である。
【図１１】本発明の実施形態の３Ｄモデル、属性配置平面および属性情報を示す図である
。
【図１２】本発明の実施形態の３Ｄモデルに属性情報を付加するときの処理動作を示すフ
ローチャートである。
【図１３】本発明の実施形態の３Ｄモデルに属性情報を付加するときの処理動作を示すフ
ローチャートである。
【図１４】本発明の実施形態の３Ｄモデルに属性情報を付加するときの処理動作を示すフ
ローチャートである。
【図１５】本発明の実施形態の３Ｄモデルに属性情報を付加するときの処理動作を示すフ
ローチャートである。
【図１６】本発明の実施形態の属性情報を付加された３Ｄモデルの表示を行うときのフロ
ーチャートである。
【図１７】本発明の実施形態の３Ｄモデル、断面の属性配置平面と投影形状、および属性
情報を示す図である。
【図１８】本発明の実施形態の３Ｄモデルに複数の属性配置平面と投影形状を設定した状
態の図である。
【図１９】本発明の実施形態の３Ｄモデル、投影形状および属性情報を示す図である。
【図２０】本発明の実施形態の３Ｄモデルの一例を示す図で、（ａ）は３Ｄモデルの斜視
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図、（ｂ）は３Ｄモデルの平面図、（ｃ）は３Ｄモデルに工夫しないで属性情報を付加し
た状態を説明する斜視図、（ｄ）は属性情報の配置を工夫して行った斜視図を示す。
【図２１】本発明の実施形態の属性情報の引き出し方の説明図である。
【図２２】本発明の実施形態の３Ｄモデルの一部に属性配置平面を割り当てた場合を示す
図で、（ａ）は３Ｄモデルの図、（ｂ）は階段状の形状および属性情報を分かりやすく表
示した図、（ｃ）は投影図を倍率５のビューで文字高さを３ｍｍとして表示した例を示す
図である。
【図２３】本発明の実施形態の属性情報から３Ｄモデルと属性情報の表示を行うときのフ
ローチャートである。
【図２４】本発明の実施形態の幾何情報から３Ｄモデルと属性情報の表示を行うときのフ
ローチャートである。
【図２５】従来の３Ｄモデルの一例を示す図である。
【図２６】従来の図２５に示した３Ｄモデルの図で、（ａ）は平面図、（ｂ）は側面図、
（ｃ）は正面図を示す。
【図２７】従来の図２５に示した３Ｄモデルに属性情報を付与した状態の図である。
【符号の説明】
１、２１、３１、４１、５１　３Ｄモデル
２、３、４、５、６、７、２２、３２　投影図
１１、１２　寸法補助線
３２　投影図
２０１　内部記憶装置
２０１ａ　正面
２０１ｂ　上面
２０１ｃ　側面
２０２　外部記憶装置
２０３　ＣＰＵ装置
２０４　表示装置
２０５　入力装置
２０６　出力装置
２０７　外部接続装置
２１１、２１２、２１３、２１４、２１５、２１６　属性配置平面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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